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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置において、走査面上に存在する
血流部に応じて最適な送受信条件等が設定されるように
する。
【解決手段】複数のフレームに亘って走査面上における
各座標毎に血流が存在した回数を計数することにより頻
度分布４６が生成される。頻度分布４６に対しては、ビ
ームアドレス軸上及び深さアドレス軸上への積算投影処
理が施され、これにより第１及び第２の積算投影分布が
生成される。これらの積算投影分布に基づいて走査面上
における関心領域が自動的に設定され、あるいは送信フ
ォーカス点の深さが自動的に設定される。２次元の頻度
分布に代えて３次元の頻度分布を生成するようにしても
よい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元又は三次元のビーム走査空間を繰り返し形成し、ビーム走査空間内の各座標ごと
に互いに時間的に異なる関係にある複数のドプラ情報を取得する送受波手段と、
　前記各ドプラ情報に基づいて当該ドプラ情報が血流情報であるのか否かを判別する判別
手段と、
　前記ビーム走査空間に対応する計測空間において各座標ごとに血流情報が判別された頻
度を個別的に計数することにより二次元又は三次元の頻度分布を生成する計数手段と、
　前記頻度分布に基づいて超音波の送受波条件又は画像処理条件を設定する条件設定手段
と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記計数手段が生成した頻度分布に対する積算投影処理により当該頻度分布の空間的傾
向を表す積算投影分布を生成する解析手段を含み、
　前記条件設定手段は、前記頻度分布の空間的傾向を表す積算投影分布に基づいて条件設
定を行う、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記ビーム走査空間は二次元の走査面であり、
　前記頻度分布は前記走査面上の各座標において血流情報が判別された頻度を表すもので
あり、
　前記解析手段は、前記頻度分布に対して深さ方向及びビーム走査方向の少なくとも一方
に対して積算投影処理を施すことにより前記積算投影分布を生成する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３記載の装置において、
　前記解析手段は、
　前記頻度分布に対してビーム走査方向に第１積算投影処理を施すことにより深さ方向に
沿った第１の積算投影分布を生成する第１解析手段と、
　前記頻度分布に対して深さ方向に第２積算投影処理を施すことによりビーム走査方向に
沿った第２の積算投影分布を生成する第２解析手段と、
　を含み、
　前記条件設定手段は、前記第１の積算投影分布及び前記第２の積算投影分布に基づいて
条件設定を行う、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項４記載の装置において、
　前記条件設定手段は、前記第１の積算投影分布及び前記第２の積算投影分布に基づいて
関心領域を設定し、当該関心領域に基づいて新しいビーム走査空間が設定される、ことを
特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項３記載の装置において、
　前記解析手段は、前記頻度分布に対してビーム走査方向に積算投影処理を施すことによ
り深さ方向に沿った前記積算投影分布を生成し、
　前記条件設定手段は、前記積算投影分布に基づいて送信フォーカス点の深さを定める、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項６記載の装置において、
　前記解析手段は、前記頻度分布に対してビーム走査方向に複数の区間を設定し、各区間
ごとに前記積算投影分布を生成し、
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　前記条件設定手段は、前記各区間ごとに当該区間に対応する積算投影分布に基づいて当
該区間に対して送信フォーカス点の深さを定める、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の装置において、
　前記各ドプラ情報は、速度情報及びパワー情報を含み、
　前記判別手段は、前記速度情報が速度閾値よりも小さく、且つ、前記パワー情報がパワ
ー閾値よりも大きい場合にはそれを非血流情報であると判別する、ことを特徴とする超音
波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、生体内からのドプラ情報を処理する超音波診断
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、生体内における血流を二次元画像として表示する機能を備える。実
際には、背景となる二次元白黒断層画像上にカラーの二次元血流画像が合成され、そのよ
うな合成画像が動画像として表示される。この機能はカラードプラ機能あるいはカラーフ
ローマッピング機能と称されている。二次元血流画像としては、二次元血流速度画像及び
二次元血流パワー画像が知られている。前者の二次元血流速度画像は走査面上の各点にお
ける速度（正確にはビーム方向の平均速度成分）を正負の向きも含めて表示した画像であ
る。後者の二次元血流パワー画像は走査面上の各点におけるドプラ情報のパワーを表示し
た画像である。速度やパワーは、受信信号に含まれるドプラ情報を演算処理することによ
り求められるものである。近時、三次元のボリュームデータを処理することにより、三次
元血流速度画像や三次元血流パワー画像を生成することも提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、ドプラ情報を得るビーム走査範囲を可変設定する技術が開示されてい
る。この技術では、各ビーム上における血流データのドット数がカウントされており、そ
のカウント結果に基づいて血流の存在範囲が特定されている。特許文献２には、血流像情
報に基づいて血流信号が存在しない領域を特定して当該領域について送受信回数を減らす
技術が開示されている。いずれの文献にも送受波空間に相当する計測空間において頻度分
布を生成するような考え方は示されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２－１７２４５３号公報
【特許文献２】特開平４－２５０１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　例えば心臓の超音波診断において、血流の観測や表示を適切に行うためには、あるいは
、ユーザーの操作上の負担を軽減するには、フレームレート（あるいはボリュームレート
）や送信フォーカス点の深さ等の送受信条件が適切にかつ自動的に設定されることが望ま
れる。そのためには、送受波空間内における血流存在領域（血流部）を特定する必要があ
るが、単にある時相の情報を観測するだけで血流部を特定するのは困難である。血流が存
在する範囲や程度が動的に変化するからである。
【０００６】
　本発明の目的は、超音波診断装置において、動的に変化する血流を観測するための適切
な装置動作条件が設定されるようにすることにある。
【０００７】
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　本発明の他の目的は、ビーム走査範囲の大きさを動的に変化する血流に応じて自動的か
つ適切に設定できるようにすることにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、送信フォーカス点の深さを動的に変化する血流に応じて自動的か
つ適切に設定できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る超音波診断装置は、二次元又は三次元のビーム走査空間を繰り返し形成し
、ビーム走査空間内の各座標ごとに互いに時間的に異なる関係にある複数のドプラ情報を
取得する送受波手段と、前記各ドプラ情報に基づいて当該ドプラ情報が血流情報であるの
か否かを判別する判別手段と、前記ビーム走査空間に対応する計測空間において各座標ご
とに血流情報が判別された頻度を個別的に計数することにより二次元又は三次元の頻度分
布を生成する計数手段と、前記頻度分布に基づいて超音波の送受波条件又は画像処理条件
を設定する条件設定手段と、を含むことを特徴とする。
【００１０】
　上記構成によれば、ビーム走査空間内における各座標ごとに血流情報の発生回数（存在
回数）が計数されて二次元又は三次元の頻度分布が生成される。そのような頻度分布はビ
ーム走査空間内における血流領域の一般的傾向（空間的存在確率）を表すものであるから
、それを装置動作条件（送受波条件、画像処理条件、等）の設定に役立てることが可能と
なる。特に望ましくは、複数のフレームデータに基づいて頻度分布が作成され、その頻度
分布の空間的処理による解析結果から、その後の送受波領域（関心領域）や送信フォーカ
ス点の深さ等が定められる。頻度分布の解析に際しては、次元を落とす処理を適用するの
が望ましく、例えば二次元分布を一次元分布に投影する処理が実行される。異なる二方向
からそのような投影を行えば、各方向において血流部の存在範囲や分布傾向を容易に特定
することが可能となる。血流情報か否かを判断するためには、１種類の情報ではなく複数
種類の情報を参照するのが望ましい。例えば、運動体についての速度（あるいは速度の絶
対値）とパワーの組み合わせから血流情報を選別するようにしてもよい。逆に、そのよう
な組み合わせからクラッタ（不要信号）を特定してそれ以外を血流情報であるとみなすよ
うにしてもよい。少なくともドプラ情報が用いられるのが望ましいが、更に輝度情報を参
酌するようにしてもよい。
【００１１】
　望ましくは、前記計数手段が生成した頻度分布に対する積算投影処理により当該頻度分
布の空間的傾向を表す積算投影分布を生成する解析手段を含み、前記条件設定手段は、前
記頻度分布の空間的傾向を表す積算投影分布に基づいて条件設定を行う。積算投影処理に
よれば、ｎ次元分布を例えば（ｎ－１）次元分布に変換することができるから、特定方向
について頻度分布の空間的傾向を認識し易くなる。複数の方向について複数の積算投影処
理が施されるのが望ましい。二次元処理の場合にはビームアドレス方向及び深さアドレス
方向の両方向に積算投影処理が実行されるのが望ましく、三次元処理の場合には三次元分
布を二次元分布又は一次元分布に投影する処理が実行されるのが望ましい。空間的探索を
行って各方向における血流部存在範囲を特定することも上記の積算投影処理に相当する。
積算投影処理によれば血流の有無のみならず存在量あるいは存在割合も評価できる。
【００１２】
　望ましくは、前記ビーム走査空間は二次元の走査面であり、前記頻度分布は前記走査面
上の各座標において血流情報が判別された頻度を表すものであり、前記解析手段は、前記
頻度分布に対して深さ方向及びビーム走査方向の少なくとも一方に対して積算投影処理を
施すことにより前記積算投影分布を生成する。望ましくは、前記解析手段は、前記頻度分
布に対してビーム走査方向に第１積算投影処理を施すことにより深さ方向に沿った第１の
積算投影分布を生成する第１解析手段と、前記頻度分布に対して深さ方向に第２積算投影
処理を施すことによりビーム走査方向に沿った第２の積算投影分布を生成する第２解析手
段と、を含み、前記条件設定手段は、前記第１の積算投影分布及び前記第２の積算投影分
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布に基づいて条件設定を行う。望ましくは、前記条件設定手段は、前記第１の積算投影分
布及び前記第２の積算投影分布に基づいて関心領域を設定し、当該関心領域に基づいて新
しいビーム走査空間が設定される。望ましくは、前記解析手段は、前記頻度分布に対して
ビーム走査方向に積算投影処理を施すことにより深さ方向に沿った前記積算投影分布を生
成し、前記条件設定手段は、前記積算投影分布に基づいて送信フォーカス点を定める。
【００１３】
　望ましくは、前記解析手段は、前記頻度分布に対してビーム走査方向に複数の区間を設
定し、各区間ごとに前記積算投影分布を生成し、前記条件設定手段は、前記各区間ごとに
当該区間に対応する積算投影分布に基づいて当該区間に対して送信フォーカス点の深さを
定める。望ましくは、前記各ドプラ情報は、速度情報及びパワー情報を含み、前記判別手
段は、前記速度情報が速度閾値よりも小さく、且つ、前記パワー情報がパワー閾値よりも
大きい場合にはそれを非血流情報であると判別する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、超音波診断装置において、動的に変化する血流を観測するための適切
な装置動作条件を設定できる。あるいは、ビーム走査範囲の大きさ、送信フォーカス点の
深さ、その他を自動的かつ適切に設定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】計測空間内に生成される頻度分布を説明するための図である。
【図３】頻度分布の生成プロセスを説明するための概念図である。
【図４】ビームアドレス軸上に生成された積算投影分布を示す図である。
【図５】深さアドレス軸上に生成された積算投影分布を示す図である。
【図６】走査面上に設定される関心領域を示す図である。
【図７】各区間毎の送信フォーカス点の深さの個別的な設定を説明するための図である。
【図８】関心領域内における送信フォーカス点の個別的な設定を説明するための図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の構成がブロック図として示されている。この
超音波診断装置は、医療の分野において用いられ、生体に対して超音波の送受波を行って
超音波画像を形成する装置である。超音波画像としては、Ｂモード断層画像（白黒断層画
像）及び２次元血流画像（血流速度画像、血流パワー画像）等があげられる。もちろん、
本発明は３次元情報を処理する超音波診断装置に対しても適用することが可能である。
【００１８】
　プローブ１０は、本実施形態において１Ｄアレイ振動子を有している。１Ｄアレイ振動
子は複数の振動素子を直線状あるいは円弧状に配列してなるものである。１Ｄアレイ振動
子により超音波ビームが形成され、その超音波ビームは電子的に走査される。電子走査方
式としては、電子セクタ走査、電子リニア走査等が知られている。
【００１９】
　図１においては、複数の超音波ビームＢが概念的に示されている。それらは全体として
走査面Ｓを構成するものである。走査面Ｓは２次元データ取込領域である。プローブ１０
に対して２Ｄアレイ振動子を設け、これによって超音波ビームを２次元走査し、３次元エ
コーデータ取込領域を形成するようにしてもよい。
【００２０】
　送信部１２は送信ビームフォーマーである。すなわち、送信部１２は送信時において所
定の遅延関係を有する複数の送信信号を１Ｄアレイ振動子へ供給する。これにより送信ビ
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ームが形成される。受信時において、生体内からの反射波が１Ｄアレイ振動子にて受波さ
れ、１Ｄアレイ振動子から複数の受信信号が受信部１４へ出力される。受信部１４は受信
ビームフォーマーであり、複数の受信信号に対して整相加算処理を実行する。これにより
電子的に受信ビームが形成され、その受信ビームに相当する受信信号はビームデータであ
る。整相加算後の受信信号すなわちビームデータは輝度信号処理部１６及びドプラ信号処
理部２２へ出力される。
【００２１】
　輝度信号処理部１６は、検波器、対数圧縮回路等のＢモード画像形成用の信号処理回路
を備えている。信号処理後の受信信号はデジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）１８へ出
力される。ＤＳＣ１８は座標変換機能、補間機能等を具備し、複数のビームデータに基づ
いてＢモード断層画像を形成し、その画像情報を表示処理部２０へ出力するものである。
後述するＤＳＣ２８,３０も基本的に同様の機能を有している。
【００２２】
　ドプラ信号処理部２２は、本実施形態において直交検波回路、ウォールフィルタ、自己
相関回路等の構成を有している。すなわち、ドプラ信号処理部２２は、受信信号に含まれ
るドプラ情報を抽出する回路である。ドプラ信号処理部２２から複素信号が速度演算部２
４及びパワー演算部２６へ出力されている。速度演算部２４は公知の回路構成を有し、自
己相関結果に基づいて速度を計算する。この速度はビームの走査面上における各座標の速
度情報である。同じく、パワー演算部２６は各座標毎にパワーを演算する。なお、更に分
散情報等が演算されてもよい。ＤＳＣ２８は、入力される各座標に対応した速度情報に基
づいて２次元血流速度画像を生成し、その画像データを表示処理部２０へ出力する。また
、ＤＳＣ３０は、入力される各座標のパワー情報に基づき２次元パワー画像を生成し、そ
の画像データを表示処理部２０へ出力する。
【００２３】
　表示処理部２０は画像合成機能等を具備し、表示処理部２０においてカラードプラ画像
及びカラーパワー画像が生成される。すなわち背景としての２次元輝度画像上にカラード
プラ画像あるいはカラーパワー画像が合成され、そのように合成された画像のデータが表
示部３２へ出力される。以上の信号処理は公知のものである。
【００２４】
　本実施形態における超音波診断装置は以下に説明する特徴的な構成を具備している。す
なわち、制御部３４が、判別部３６、頻度分布生成部３８、解析部４０、送受信制御部４
２等を備えている。ちなみに制御部３４はＣＰＵ及び動作プログラムによって構成される
ものであり、制御部３４は図１に示される各構成の動作制御を行っている。判別部３６か
ら送受信制御部４２までの各構成は基本的にソフトウェアの機能として実現することが可
能である。ただし、ハードウェアモジュールによって実現してもよい。入力部４４は操作
パネルにより構成され、その操作パネルはキーボードやトラックボールなどを有するもの
である。
【００２５】
　判別部３６は、走査面上における各座標について演算された速度及びパワーの組み合せ
情報に基づいて、各座標のドプラ情報が血流であるか非血流であるかを判別するものであ
る。それがクラッタであれば、速度が低く且つパワーが大きくなるので、そのような組み
合わせ条件を満たした場合にはクラッタであると判定し、それ以外の場合には血流である
と判定している。もちろん、判定条件については各種のものを採用することができ、少な
くとも複数の情報を基礎として血流であるか否かを判断するのが望ましい。例えば輝度情
報を更に利用して判別精度を高めるようにしてもよい。いずれにしても、判別部３６にお
いては走査面上における各座標毎に血流であるか否かが判定される。
【００２６】
　頻度分布生成部３８は後に図２を用いて説明するように、走査面と同一の次元数をもっ
た計測空間（２次元データ処理空間）上において各座標毎に血流であると判別された回数
を求めることにより頻度分布を生成するものである。本実施形態においては、例えば３心
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拍分に相当する複数のフレーム情報に基づいて頻度分布が生成されている。ここで１つの
フレーム情報は１つの走査面に対応するものである。もちろん、頻度分布を生成するため
の計測期間については任意に定めることができる。一般的には、少なくとも１心拍分の情
報を基礎として頻度分布を作成した方が望ましく、かかる構成によれば時間軸上における
血流の変化を全て考慮して血流部を空間的に確率的に特定することが可能となる。
【００２７】
　解析部３４は、生成された頻度分布を解析するものである。具体的には、後に説明する
ように、２次元の頻度分布を第１方向に積算投影することにより第１の積算投影分布を生
成し、また、頻度分布を第２の方向に積算投影することにより第２の積算投影分布を生成
している。このような積算投影処理によればある方向における頻度分布の全体的傾向ある
いは空間的傾向を捉えることが可能となり、送受信制御において有用となる参照情報を得
ることが可能となる。すなわち送受信制御部４２は解析部４０による解析結果、具体的に
は１又は複数の積算投影分布に基づいて送受信の制御を行っている。後に説明する例にお
いては、解析結果に基づいて関心領域（新しいドプラビーム走査領域）が設定されており
、また送信ビームのフォーカス点深さが設定されている。本実施形態の手法によれば、そ
のような送受信条件を自動的にしかも適用的に設定することが可能である。
【００２８】
　ちなみに、上述した説明においては頻度分布に基づいて送受信制御が実行されていたが
、超音波診断装置における他の動作条件を頻度分布に基づいて適用的に設定するようにし
てもよい。そのような動作条件としては画像処理条件を挙げることができる。すなわち血
流部が存在している領域に対しては特別な画像処理の適用をしたり血流部のＢモード画像
の輝度を落としたりすることが可能である。送受信条件の更新タイミングすなわち頻度分
布を生成するタイミングはユーザーによる明示的な指示に基づいて決定されてもよいし、
あるいはある条件の充足を判定してそのタイミングが自動的に決定されてもよい。ドプラ
モードに切り替わった時点において上記のような処理が自動的に実行されてもよい。
【００２９】
　図２には、頻度分布４６が概念的に示されている。図２においては３つの軸が示されて
いる。第１の軸はビームアドレスを示しており、第２の軸は深さアドレスを示しており、
第３の軸は頻度を表している。ここで、ビームアドレスとして１～ａまでのアドレスが例
示されており、深さアドレスとして１～ｂまでのアドレスが例示されている。ビームアド
レスと深さアドレスで特定される各座標すなわち図２における各交点毎にその座標におい
て取得された受信信号すなわちドプラ情報が解析されて、ドプラ血流情報であると判断さ
れた回数が頻度として管理される。その頻度は血流情報があったフレーム数に相当するも
のである。例えば３心拍分に亘る複数のフレームを処理した場合、各座標における血流の
存在確率が頻度として表されることになる。
【００３０】
　図３には、頻度分布を生成する処理が概念図として示されている。Ｓ１０１で示される
ように、例えば、（ａ,ｂ）で特定される座標の速度データｖが与えられると、あるいは
その速度データの絶対値が与えられると、その速度データ（あるいはその絶対値）が所定
の閾値α以下であるか否かが判断される。一方、Ｓ１０２で示されるように、当該座標（
ａ,ｂ）のパワーＰが与えられ、そのパワーが所定の閾値β以上であるか否かが判断され
る。速度データがα以下であり且つパワーデータがβ以上であればそれはクラッタである
と判定され、頻度の計算から除外される（Ｓ１０５）。一方、クラッタではないと判断さ
れた場合、すなわち血流であると判断された場合（Ｓ１０３）、Ｓ１０４において計測空
間内のアドレス（ａ,ｂ）のカウント値が１つインクリメントされる。このような処理を
フレーム内における各座標において実行し、それを各フレーム毎に実行するならば図２に
示した頻度分布を生成することが可能となる。ちなみに、図３において、符号４８は血流
判定において他の情報を参照してもよいことが示されている。例えばＢモード画像を合成
するエコーの輝度を参照し、それを判定条件に含めてもよい。図３に示される処理の内容
は基本的に３次元に容易に拡張し得るものである。すなわちそのような３次元処理によれ
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ば３次元の頻度分布を生成可能である。
【００３１】
　以上のように生成された２次元の頻度分布をそのまま使って送受信制御を行うことも可
能であるが、そのままの頻度分布ではその全体的傾向あるいは空間的な傾向を捉えること
ができないので、本実施形態においては上述したように積算投影処理が実行されている。
それを図４及び図５を用いて説明する。
【００３２】
　図４には第１積算投影分布５０が示されている。すなわち、図２に示した頻度分布をビ
ームアドレス軸上へ積算投影することによりこの積算投影分布５０が生成される。あるビ
ームアドレスに着目した場合、当該ビームアドレス上の全ての深さにおいて存在する頻度
値が積算され、その積算値が当該ビームアドレスに対応する位置にマッピングされる。こ
の積算投影分布５０に基づき、例えばそれを所定の閾値ｋ１と比較することにより、一定
値以上の頻度を有する区間を包含する区間として後に説明する関心領域のビーム走査方向
の幅Ｗを定義することが可能となる。
【００３３】
　図５には第２の積算投影分布５２が示されている。これは図２に示した頻度分布を深さ
アドレス軸上に積算投影することにより生成されるものである。各深さ位置に着目した場
合当該深さ位置に存在する複数の頻度値が積算されて、それが当該深さアドレスに対応す
る地点にマッピングされる。このような積算投影分布５２に対して所定の閾値ｋ２と比較
することにより、その閾値ｋ２を超える範囲として有効な範囲を特定でき、その有効な範
囲を包含する区間として関心領域についての深さ方向の幅Ｄを定義することが可能となる
。また、積算投影分布５２における重心あるいは範囲Ｄ内における積算投影分布の重心を
演算することにより、当該重心を送信ビームフォーカス点の深さとして定めることが可能
である。
【００３４】
　以上のような処理結果に基づいて送受信制御を行う場合の制御内容が図６に示されてい
る。ここでは電子セクタ走査によって生成された走査面が表されている。この走査面にお
いてはθ１～θ２までの範囲且つｒ１～ｒ２までの範囲として関心領域５４が自動的に設
定される。この関心領域５４はドプラ情報を取得するための部分領域であり当該領域内に
おいてのみドプラ用の超音波の送受信が実行される。すなわちこのような関心領域５４の
設定によりドプラ情報を取得するためのフレームレートを向上することが可能である。ち
なみに走査面全体はＢモード画像を形成するための送受信領域に相当する。上述した処理
によればこのような関心領域５４の自動設定に加えて、関心領域５４についてのあるいは
走査面全体についての送信フォーカス点の深さＦを自動的に決定することが可能である。
関心領域の設定及び送信フォーカス点の深さの設定にあたってユーザーの負担が大幅に軽
減され、またそのような条件を血流部の存在に応じて自動的に且つ適切に設定できるから
、計測条件を最適化できるという利点が得られる。図７及び図８を用いて変形例について
説明する。それらの例は電子リニア走査を前提としている。
【００３５】
　図７においてはビームアドレス走査面に相当する２次元空間がビームアドレス方向に複
数の区間５６～６４に区分されている。図７に示す例では、各区間５６～６４毎に深さア
ドレス軸上の積算投影分布が生成されており、当該分布の重心を求めることにより送信フ
ォーカス点の深さＦ１～Ｆ５が求められている。このように複数の区間設定を行えば走査
面全体に亘って送信フォーカス点の深さをきめ細やかに適切に設定できるという利点が得
られる。ちなみに区間の間において送信フォーカス点の深さの不連続による問題が生じる
のであれば全体の深さ位置をスプライン補間演算等により繋げて滑らかに送信フォーカス
点の深さを変化させるようにしてもよい。
【００３６】
　図８に示す例においては、関心領域６６内におけるビームアドレス方向の範囲６８が複
数の区間７０～７４によって区分されており、各区間毎に深さアドレス軸上における積算
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投影分布が生成され、それらに基づいて各区間毎に送信フォーカス点の深さＦ６～Ｆ８が
設定されている。このように走査面全体ではなく関心領域内において複数の区間を設定す
ることも可能である。いずれにしても本実施形態の構成によれば、２次元あるいは３次元
の実空間内において存在する血流部の時間的な変化を捉えてそれを送受信制御の基礎とす
ることができ、しかも存在確率をも考慮することができるので、送受信条件あるいは画像
処理条件を自動的に最適化することが可能となる。これは、換言すればユーザーの負担を
大幅に軽減できるものであると言える。
【符号の説明】
【００３７】
　１０　プローブ、２４　速度演算部、２６　パワー演算部、３４　制御部、３６　判別
部、３８　輝度分布生成部、４０　解析部、４２　送受信制御部。

【図１】 【図２】
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